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チ

√　Y

議

案

第

　

十

　

二

　

号

Y

三
申
町
農
蔦
共
済
発
向
の
7
帝
改
正
に
つ
S
て

次
の
と
お
里
三
朝
晦
貴
名
共
群
集
倒
警
部
を
改
正
す
る
A
J
と
妊
つ
S
て
､
地
方
自
治
法
蒜
和

㌔

t
I
十
二
年
法
難
第
六
や
竜
骨
)
帯
九
十
大
乗
薪
f
頚
の
魂
宅
托
･
1
身
･
*
議
会
の
替
決
を
凍
埠
与
｡

昭
和
四
十
八
年
三
月
十
二
日

三

朝

町

長

　

　

坂

　

　

出

＼

　

L

群

　

　

己

`

昭
和
田
植
八
年
轟
月
給
九
日
原
審
可
決

三
朝
町
銭
金
或
長
牧
田
禎
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三

朝

町

条

例

第

　

　

　

　

号

三
戟
町
農
果
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
γ

三
朝
町
農
菓
共
済
条
例
(
昭
和
三
十
九
聖
二
朝
町
条
例
第
十
7
号
)
の
l
部
を
次
の
ェ
う
に
改
正

.

▲

l

　

　

　

■

す
る
｡

日
次
中
｢
第
十
九
条
｣
を
｢
弟
十
九
条
の
l
T
f
J
に
､
第
二
葦
に
次
の
T
節
を
加
え
る
｡

第
五
節
果
樹
共
済
(
第
八
十
八
条
の
ニ
ー
第
八
十
八
条
.
の
二
十
〓

東
三
条
第
一
項
中
｢
及
び
家
嘗
共
済
｣
を
r
､
家
畜
共
.
済
及
び
果
樹
共
降
の
う
ち
収
穫
共
済
｣
に

攻
め
､
｢
第
二
毒
｣
の
下
に
｢
､
果
樹
共
済
の
う
ち
堺
種
共
済
に
あ
っ
て
偲
第
四
号
｣
)
を
加
え
'
岡

項
に
次
の
7
号
を
加
え
る
o

四
　
共
済
目
的
　
な
し
(
二
十
髄
紀
以
外
の
放
し
の
晶
掩
並
･
i
K
虚
根
及
び
外
壁
の
主
賓
部
分
が

ガ
ラ
ス
又
は
こ
れ
に
弟
す
る
採
光
性
及
び
耐
久
性
空
洞
す
る
物
に
ェ
ゎ
造
ら
れ

て
い
る
盤
作
物
育
成
管
理
用
施
設
を
用
S
.
て
栽
培
q
Y
U
れ
て
い
る
も
の
を
除
-
0
)

I

共
済
事
故
　
風
水
害
'
干
害
､
寒
害
､
嘗
寄
　
そ
の
他
気
盛
上
の
原
因
(
地
葉
及
び
蛍
火
を

含
む
o
)
に
よ
る
扱
者
､
火
炎
､
病
虫
審
及
び
鳥
獣
書
に
よ
る
果
実
の
洪
収
及

.
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禦

重

患

二
条
を
加
ん
る
｡

び
品
質
の
低
下

/

第
五
条
第
二
項
に
次
の
こ
ち
を
加
え
る
｡

七
　
果
樹
共
済
剖

第
五
条
第
三
項
甲
｢
共
鍔
目
的
｣
の
↑
忙
｢
又
は
共
済
牌
係
｣
を
1
　
｢
家
畜
共
済
割
｣
の
下
に
｢

又
は
果
樹
共
鍔
劉
｣
を
､
｢
第
八
工
芸
讐
項
｣
の
下
に
｢
文
略
第
八
十
八
条
の
十
二
第
蒜
｣

>

を
加
え
る
｡

第
二
義
璽
表
中
｢
家
畜
共
済
｣
の
下
旺
｢
又
は
果
樹
R
,
所
｣
賢
｢
こ
の
場
合
に
か
S
て
､
｣

の
下
に
｢
家
畜
共
済
に
あ
っ
て
空
を
､
｢
番
由
が
あ
る
場
合
｣
･
の
下
に
｢
､
果
樹
共
誓
,
 
,
.
あ
っ
て

～

披
講
愛
人
の
住
所
(
譲
受
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
誓
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
)
が
鳥
取
嬢
の
区
域

t

 

J

A

　

-

　

　

　

　

　

　

N

ヽ
N
n
｡

車
齢
共
済
｣
を
｢
､
東
館
共
済
又
は
果
樹
共
済
｣
に
改
め
､
同
条
の
次
に
次
の

(
支
払
賓
任
の
夜
S
損
害
)

第
十
八
条
の
こ
　
こ
の
町
誓
こ
の
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
,
次
に
掲
げ
る
損
害

円

■

陀
つ
い
て
は
'
共
済
金
を
支
払
う
貴
め
綻
任
じ
を
い
も
の
と
す
-
乱
｡

■

･

･

1

　

}

･
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Y!U二か

㌧
r

予
.

[
　
戦
禰
そ
の
他
の
変
乱
に
上
っ
て
生
じ
た
硯
等

二
　
共
済
E
Z
Z
l
的
の
性
質
叉
は
擾
庇
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

㌔

三
　
と
の
町
J
と
の
開
拓
共
済
関
係
の
存
す
る
者
叉
は
そ
の
者
の
法
定
代
理
人
(
当
款
共
済
関
係
の
存

す
る
者
以
外
の
者
で
共
済
虚
を
受
け
る
べ
き
者
が
あ
る
と
き
は
'
そ
の
者
又
は
そ
の
著
の
法
定
代

理
人
を
含
む
.
)
e
故
意
着
し
く
は
重
大
を
過
失
又
は
法
令
違
反
妊
上
っ
て
生
じ
た
損
害

四
　
A
J
の
町
と
の
間
に
共
済
顧
慮
の
存
す
る
者
と
同
)
世
帯
に
属
す
る
親
族
の
敵
意
に
よ
っ
て
生
じ

〟

′

l

た
扱
者
(
そ
の
耕
族
が
当
汝
共
済
関
係
の
存
す
る
者
に
共
済
金
を
取
得
盲
せ
る
目
的
が
な
か
っ
た

場
合
を
除
く
｡
)

(
共
済
関
係
の
無
葡
)

薪
十
<
条
の
三
　
共
済
関
係
の
成
立
の
当
時
､
こ
の
町
と
の
開
拓
共
済
親
係
の
存
す
る
着
果
昧
こ
の
町

が
共
済
目
的
に
つ
き
共
済
事
故
叉
は
そ
の
原
因
が
既
に
生
じ
て
S
た
た
と
瞥
知
っ
て
S
た
と
き
姓
､

当
款
共
済
輿
係
は
無
効
と
す
る
｡

薪
十
九
条
の
次
瑠
次
の
二
乗
を
加
え
る
.

(
弟
三
者
に
対
す
る
権
利
の
取
得
)



-Lt-

第
十
九
条
の
三
　
鏡
音
が
撃
二
者
の
行
為
忙
よ
っ
て
免
じ
た
壌
合
作
や
i
で
,

･

J

の
町
が
A
J
の
噂
と
む

簡
忙
共
済
飼
係
の
存
す
る
者
に
対
し
て
共
済
金
を
亨
払
っ
た
貴
重
誓
I
j
の
町
誓
そ
の
支
払
っ
た

〟

.
金
額
の
巌
凍
結
か
S
で
'
そ
の
者
が
第
三
者
托
対
し
て
有
す
る
権
利
を
叔
樽
す
る
4

/

r
1
　
こ
の
町
は
'
こ
の
町
と
の
問
に
共
済
幽
係
の
存
す
る
着
の
権
利
を
音
感
葱
S
擬
餌
内
狩
か
S
て
の

み
前
項
に
定
め
た
権
利
を
行
使
す
る
も
の
と
す
る
｡

(
農
協
等
へ
の
事
務
委
託
)

弟
十
九
条
の
三
　
J
J
t
Q
町
誓
加
入
者
負
超
共
済
掛
金
'
鹿
課
金
及
び
延
滞
金
の
轡
収
妄
六
条
(
慕

)

八
十
七
条
及
び
廃
八
十
八
集
の
十
二
第
四
項
作
か
S
て
準
用
す
透
場
合
を
含
む
｡
)
の
成
層
に
上
る

督
促
及
び
滞
納
処
分
を
除
-
｡
)
吃
係
る
事
務
､
損
寄
防
止
の
た
め
必
葦
毛
施
政
托
係
る
事
6
,
第

三
十
六
条
第
7
頚
の
冬
作
物
共
済
の
共
済
細
目
書
'
第
四
十
三
条
第
一
項
Q
-
東
暗
共
済
の
共
済
細
8

一

　

　

]

I

者
'
弟
五
十
七
粂
第
7
項
の
家
畜
共
鍔
の
尋
込
音
叉
は
窮
八
十
<
集
の
五
第
一
項
の
果
樹
共
済
の
申

込
書
の
受
理
に
掛
る
事
務
'
泰
盛
煮
し
く
は
果
実
の
生
凄
数
量
叉
は
果
実
の
品
質
の
調
査
に
係
る
事

務
並
び
陀
共
済
金
の
支
払
に
係
る
事
務
(
当
該
共
済
金
に
係
る
損
者
の
額
の
認
定
忙
係
る
も
の
を
放

＼

て
.
)
重
工
軸
耳
鼻
卓
協
同
組
}
倉
又
は
鳥
取
廉
果
樹
農
農
協
伺
組
合
連
合
会
に
委
許
す
息
と
と
が
で

′

　

′
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き
る
も
の
と
す
る
｡

弟
羊
十
条
聖
顔
璽
毒
差
の
書
に
改
め
る
｡

二

軌

除

/

至
宝
集
要
項
竺
-
｢
-
十
二
条
-
空
-
-
十
二
粂
雪
空
芸
め
る
｡

/

第
二
十
_
九
条
空
項
蜜
t
J
 
D
l
n
を
次
の
よ
,
忙
改
め
る
｡

こ

鰍

除

.

第
三
十
四
条
聖
霊
三
言
｢
粛
十
芸
｣
を
｢
爵
十
六
条
第
表
文
隻
弟
一
芸
｣
に
改
め
る
｡

第
三
十
六
条
第
二

第
1
1
現
し
咋
改
め
る
.
 
｡

中
r
法
第
官
主
十
二
弟
｣
壱
｢
法
第
盲
三
十
二
壌

＼

＼

第
四
十
三
条
竺
項
空
言
甲
｢
七
月
十
王
を
｢
六
月
十
日
｣
に
改
め
る
｡
■

第
五
十
妄
空
言
中
｢
第
十
六
空
を
｢
虜
-
乗
讐
項
叉
紘
璽
諒
｣
に
改
め
る
｡

琴
五
十
三
条
竺
項
中
｢
法
-
三
十
二
条
｣
-
港
弟
琴
芝
至
芸
竺
項
｣
柊
改
め
る
｡

警
ハ
十
九
条
竺
填
聖
母
ハ
中
｢
竺
条
の
四
｣
を
r
讐
轟
-
こ
忙
改
め
る
｡

■

第
八
十
四
条
菅
次
Q
よ
う
拓
改
め
る
｡

第

八

十

四

条

　

剃

　

除

､



ーこ

第
八
十
六
条
弟
二
項
中
.
｢
保
証
｣
を
r
保
証
人
L
 
K
改
め
る
｡

夢
二
牽
忙
次
の
]
帯
革
加
え
る
｡

第
五
節
　
果
樹
共
済

/

(
鵜
原
関
係
の
′
成
立
)
,

第
八
十
八
象
の
こ
　
果
樹
共
膚
の
共
済
関
係
誓
収
穫
共
虜
に
争
っ
て
払
そ
の
共
済
目
的
の
種
類
こ
と

及
び
果
実
の
年
産
と
と
に
'
第
八
十
八
条
の
四
警
項
の
果
樹
共
済
資
格
者
が
[
申
込
期
欄
内
に
､

＼

そ
の
者
が
硯
に
戎
培
し
て
3
る
望
毒
竺
項
第
也
号
の
果
樹
■
(
堺
穣
共
済
の
共
済
目
的
の
種
類
等

違
第
百
二
十
条
空
ハ
昇
蒜
の
収
穫
共
済
の
共
済
貞
的
の
種
類
等
を
3
う
｡
以
下
同
じ
｡
し
こ
と

の
栽
培
面
横
が
J
O
プ
I
i
r
に
遵
し
な
S
L
も
の
を
除
く
○
)
あ
す
べ
て
宣
教
果
樹
の
う
ち
に
次
の
ノ

/

各
号
陀
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
果
河
か
労
る
と
き
誓
そ
の
軟
当
す
る
兵
樹
以
外
の
当
歳
果
樹
の

す
べ
て
)
を
収
穫
共
済
に
付
す
る
こ
と
を
申
し
込
み
､
こ
の
町
が
こ
れ
を
簾
静
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

i

成
立
す
る
も
の
と
す
る
?

1
　
収
種
共
済
に
付
巷
れ
h
r
･
と
す
れ
ば
共
済
尋
故
の
発
生
す
る
こ
と
が
相
当
の
確
実
盲
を
も
っ
て
見

･
通
葛
れ
る
こ
と
｡

+

.

　

8
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･
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ミ
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一

土
　
第
八
十
八
条
の
十
三
竺
項
の
塵
準
収
穫
量
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
当
鼓
果
樹
托
係
る
果
実

の
牧
嘩
薯
の
適
正
を
決
定
が
野
蛮
で
あ
す
こ
.
と
｡

三
　
当
軟
果
樹
杵
係
る
第
八
十
八
衆
の
十
六
第
二
項
の
凍
収
豊
の
適
正
円
滑
な
認
定
が
困
難
で
あ

る
こ
と
｡

四
　
番
酸
果
樹
の
栽
培
齢
果
実
の
収
穫
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
｡

I草
･
そ
の
他
省
浄
果
樹
に
つ
き
損
常
の
鹿
培
管
理
が
行
を
わ
れ
ず
又
は
行
な
わ
れ
な
い
お
そ
れ
が

■

l

あ
る
こ
と
O

E
q
L
前
項
の
申
込
期
間
は
'
凍
忙
掲
げ
る
期
間
と
す
る
0

凌
L
 
I
　
鴎
月
山
日
か
ら
四
R
_
三
十
昆
溝
で

(
果
樹
共
済
へ
の
J
W
新
加
入
)

第
八
十
八
集
の
三
　
こ
の
町
と
の
間
に
鹿
作
物
共
済
叉
麟
喪
蕗
共
済
の
共
済
関
係
の
存
す
る
者
で
､

●

警
姦
竺
墳
窮
瀦
号
の
果
樹
粁
つ
き
執
培
の
桑
癖
を
営
む
も
の
は
'
次
の
各
号
に
紡
当
す
る
場

合
驚
除
き
､
当
蘇
果
樹
を
攻
穫
光
鰐
に
付
言
漁
け
れ
ば
な
ら
攻
S
o

I
　
と
め
町
が
当
萩
果
樹
杵
ウ
S
I
J
Q
簡
壌
讐
環
の
執
定
に
よ
る
申
込
み
に
つ
き
第
八
十
<
粂

芝

　

】

L

.

も

　

も

章

賢

.

　

}

　

″
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′

T∵
,

あ
六
¢
理
由
托
上
歩
そ
の
凍
鞘
を
拒
ん
だ
場
合
(
同
条
の
理
由
が
な
-
な
っ
た
場
合
を
除
く
｡
)

-
〓
　
当
鼓
果
樹
が
､
そ
の
者
が
薫
培
す
る
果
樹
で
収
穣
共
済
の
共
済
E
Z
E
的
の
種
類
等
こ
と
の
歳
培

､
 
■
　
両
横
が
前
条
第
7
項
に
規
定
す
る
面
積
に
適
し
攻
め
も
の
で
あ
る
塊
合

三
　
当
酪
果
樹
が
前
条
辞
1
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
綻
款
当
す
る
凍
稗
で
あ
る
場
合

ノ

/

(
考
樹
共
痢
資
格
者
)

爵
<
十
八
条
の
.
四
　
こ
の
町
と
の
間
に
収
碩
共
済
の
共
済
関
係
を
成
立
y
u
せ
鳥
こ
と
が
で
さ
る
者
時
へ

/

ノ

第
三
粂
簸
T
項
轟
讐
号
の
紫
樹
だ
つ
き
説
碧
の
童
撃
憲
芸
者
へ
当
慈
栗
野
の
収
穣
共
済
の
共
済

月
紗
の
種
類
等
ば
と
の
乱
撃
山
繭
芸
ず
れ
も
1
0
7
-
ル
菜
摘
で
あ
る
者
を
除
く
｡
)
で
第
二

条
忙
規
定
す
る
区
域
内
に
任
所
を
有
す
る
も
の
(
以
下
｢
果
樹
薮
群
資
格
者
｣
と
い
う
｡
)
＼
と
す

]

る
¢

q
　
こ
の
町
と
の
間
に
果
樹
簸
済
の
共
済
関
係
の
存
ず
る
名
(
以
下
｢
果
樹
共
済
加
入
藷
｣
と
い
う
｡

)
が
果
樹
共
済
資
格
者
で
奄
-
な
っ
た
と
き
は
､
そ
の
時
に
当
絃
共
済
副
俵
は
消
献
す
る
も
の
と

す

る

｡

　

　

　

　

′

　

i

7

(

果

樹

共

済

の

申

込

み

)

　

　

　

　

　

　

/

]

∴
＼
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一

1

ト

　

､

I
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,
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一
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q

8

　

　

　

　

4

イLE,

｢

　

　

　

ノ

ヽ

T
i
 
I

J

′

-

弟
八
十
九
条
の
屈
　
果
樹
共
済
資
格
竃
が
第
八
十
八
条
の
二
第
7
項
の
規
程
に
よ
る
申
込
み
を
.
J
よ

う
と
す
る
と
き
は
'
次
の
各
項
を
義
翻
し
た
申
込
事
を
こ
の
町
に
譲
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
S
o

f
　
申
込
者
の
氏
名
及
び
住
所
(
活
人
た
る
薫
樹
共
鰐
資
格
者
で
あ
つ
て
は
､
.
そ
の
名
称
､
そ
の

代
表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
事
択
仰
の
所
在
地
)

､
　
二
,
果
樹
区
分
(
果
樹
央
宿
の
穫
霊
及
び
黄
野
i
j
j
I
酌
の
穫
消
並
び
に
虜
筏
共
済
に
る
つ
て
は
収
種

＼

㌔共
済
の
共
済
事
故
に
よ
る
稽
則
1
'
法
務
官
二
十
食
の
七
指
叫
項
の
現
髄
来
所
の
共
済
貫
故
に
よ

る
種
別
を
払
う
O
　
以
下
同
じ
｡
U
　
に
よ
る
区
分
を
わ
う
.
以
下
同
じ
O
)

三
　
樹
園
地
の
所
在
地
及
び
耐
韓
汝
び
k
i
頚
髄
相
成
.
地
に
′
櫓
試
さ
れ
て
中
る
果
樹
の
晶
樫
､
栽
培

＼
.
∫

方
法
及
び
樹
今
別
本
数

四
　
既
陀
法
第
八
十
開
発
藩
1
項
㌦
"
五
号
の
寮
故
が
発
生
し
て
い
る
果
樹
が
番
る
こ
と
又
は
そ
の

事
故
の
原
田
が
生
じ
て
い
る
菜
i
.
;
_
が
あ
る
こ
と

､

　

　

五

　

そ

の

日

｣

∵

･
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I

;

A
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･
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I
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(

.

か

∵

∵

'

･

J

 

J

･

;

･

.

.

 

･

7

'

:

:

r
3
　
こ
の
町
は
､
露
天
十
八
韓
の
l
嘉
｣
巧
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
を
受
け
た
と
き
姓
'
当
該
収
穫

(

共
済
に
係
る
第
<
十
<
*
･
の
八
に
荒
げ
る
期
間
の
紺
拍
時
の
十
日
前
壇
で
忙
∵
当
弦
申
込
み
を
凍

ヽ



Lr) --

藷
す
る
J
&
ど
う
か
を
決
定
し
て
'
こ
れ
を
当
該
申
込
者
に
通
知
す
る
滝
の
七
す
る
o

r
y
)
　
第
7
項
の
由
込
事
に
記
親
し
た
,
#
項
佐
変
更
(
窮
八
十
八
桑
の
九
に
規
f
l
i
T
す
る
共
済
目
的
の
兵

琴
を
除
く
｡
)
､
が
生
じ
た
と
垂
は
､
果
樹
共
折
加
入
者
は
､
遅
滞
夜
-
'
そ
の
旨
を
こ
の
町
に
通

知
し
な
け
れ
ば
t
t
.
f
ち
な
h
o

(
申
込
.
]
･
･
｡
･
芦
.
J
J
t
'
.
[
‥
し
.
∵
二
)

弟
八
十
八
集
の
六
　
こ
の
町
は
､
一
束
.
g
来
所
資
格
者
か
ら
爵
八
十
人
桑
の
.
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る

申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
か
S
て
､
共
鍔
旨
的
の
種
類
こ
と
に
､
そ
の
者
の
当
額
甲
込
み
に
係
る

'
果
樹
が
そ
の
者
が
当
鐸
串
込
み
の
蒜
現
に
新
野
し
て
S
る
東
三
条
賃
]
撃
齢
四
号
の
果
樹
で
第
八

十
八
束
の
こ
妨
7
項
の
規
定
陀
よ
材
申
込
み
が
で
垂
る
も
の
の
す
べ
て
で
な
S
と
き
ぬ
､
当
鼓
申

込
み
め
東
洋
を
拒
む
も
の
と
す
.
る
C

(
共
済
繭
係
の
消
紙
し
た
い
喝
合
)

第
八
十
八
轟
の
七
　
兼
観
衆
摺
加
入
竜
が
整
所
を
勇
二
燕
に
規
定
す
る
区
域
外
に
移
転
し
た
た
め
第

八
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
こ
か
当
毒
素
醗
酵
係
が
渦
紋
で
+
(
)
き
場
合
に
か
S
て
､
そ
の
者

が
当
酸
共
済
鯛
飯
を
こ
存
続
苔
せ
る
こ
と
に
つ
S
て
そ
の
移
転
前
に
こ
の
町
の
承
諾
を
受
け
て
S
た

.

､

.

J

L

　

.

■

.

　

_

+

㌔

こ
て

∵
一

一

　

　

.
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一

∫
]

タ
ー′

∴

と
き
は
､
/
当
酸
共
済
朗
係
姥
､
贋
項
の
規
定
妊
か
か
わ
ら
ず
､
な
お
存
続
す
る
も
の
と
す
る
｡

/

j
　
前
条
の
東
諸
に
吐
'
粛
十
f
兵
務
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
｡

＼
(
美
辞
責
任
潮
間
)

簸
<
十
<
条
の
八
　
収
種
共
済
の
蕪
辞
黄
昏
朝
潮
は
i
/
花
芽
の
形
成
期
か
.
b
i
義
鎮
花
芽
托
係
る
果
実

I

め
収
鍵
を
す
る
旺
至
る
ま
で
の
耕
燭
と
す
る
｡

′

/

(
通
知
義
務
)

第
八
十
<
条
の
九
　
こ
の
町
と
の
鴇
に
牧
穣
共
所
感
共
帝
鞘
係
の
存
す
る
著
は
1
.
当
改
発
辞
雅
係
K

～

係
る
共
済
目
的
を
盛
渡
し
､
伐
無
し
'
暮
し
箸
波
高
凄
澄
む
蒐
占
善
果
姓
洗
車
首
畠
十
条
の
東
轟

r
蒜
の
規
定
推
土
を
裁
堵
方
法
だ
応
ず
る
区
分
が
褒
め
泊
れ
た
共
産
員
約
め
種
類
柁
係
る
共
済
日

的
托
つ
い
て
の
栽
培
方
法
を
同
条
の
規
定
に
よ
き
定
め
巌
流
た
区
分
で
当
琴
井
原
日
的
妊
考
用
盲

九
る
も
の
托
係
る
栽
培
方
法
以
輿
の
も
の
(
変
更
し
た
と
章
は
､
遵
滞
奄
-
斗
貴
め
皆
せ
こ
◎
町

に
通
知
し
を
け
れ
ば
食
ら
な
S
｡

(
加
入
者
負
亀
共
済
掛
金
の
金
額
貴
び
そ
の
敢
収
方
法
)
塞

第
九
ナ
<
衆
の
ナ
　
収
穫
共
済
に
集
る
加
入
者
魚
適
共
済
掛
金
愈
金
額
紘
&
塀
鍵
糸
済
愈
哀
荷
台
的



二L

ヽ　･

i

の
種
類
等
こ
と
に
､
当
款
果
樹
共
粛
加
入
者
阿
係
る
共
済
金
額
に
当
艶
収
穫
共
済
¢
兼
帯
且
的
の

種
類
等
に
係
る
第
八
十
<
.
条
の
十
由
の
共
済
掛
金
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
か
ら
､
婆
敢
共
拝
金
軒

に
当
錬
収
凄
共
済
の
共
済
目
的
の
種
薪
等
に
係
る
弟
蒜
巣
に
規
定
す
る
区
域
の
収
磯
基
拳
共
辞
掛

-

金
車
(
鼓
第
首
二
十
条
の
七
第
一
題
の
収
嶺
基
韓
共
済
掛
金
率
を
S
う
.
以
下
岡
i
S
津
城
賂
菅
栄
i
y
て
.

祷
た
金
額
の
二
分
の
l
 
K
相
当
す
る
金
額
e
加
入
者
負
担
共
済
掛
金
の
轟
絶
充
て
る
た
噴
◎
補

助
金
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
､
当
款
二
分
の
滞
陀
相
当
す
る
金
額
及
び
洩
落
果
樹
共
済
加
Å
著

の
当
該
収
穫
共
済
の
共
済
目
的
の
穏
類
等
忙
係
る
当
鼓
補
助
金
の
金
額
恵
嘗
差
義
響
得
た
金

額
と
す
る
｡

.
1
　
簾
五
条
第
四
項
の
規
定
紘
'
軽
視
の
加
入
者
負
抱
共
済
瀦
金
の
徴
塀
妊
雪
鵜
耳
車
用
す
る
｡

(
加
入
者
負
捷
共
済
掛
金
の
納
期
胞
)

＼

第
<
十
八
条
の
十
t
　
弟
八
十
<
栄
の
こ
第
才
東
の
規
定
に
上
身
こ
の
町
と
の
筒
に
牧
種
共
済
の

辞
踊
係
が
成
立
し
た
者
姓
､
収
穣
茶
房
に
係
る
加
息
者
負
ぬ
共
済
輯
金
を
床
陀
掲
げ
る
期
日
t
与

忙
A
J
の
町
に
納
付
J
f
v
を
け
れ
ば
改
ち
な
め
o

I

 

r

な
し
冊
樹

五
月
三
十
f
p
日

nGi
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⊥
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●

(
加
入
者
負
趣
共
済
掛
金
の
分
納
)

弟
八
十
八
条
の
十
こ
　
こ
の
如
拙
'
果
樹
共
済
に
係
る
加
入
者
負
趣
共
辞
封
金
に
つ
S
て
紘
'
前
島

の
規
定
把
か
添
わ
ら
ず
､
果
樹
共
済
加
入
者
の
申
謙
忙
基
づ
き
当
鼓
加
入
者
免
租
美
辞
耕
金
を
二

1
　
回
に
分
割
し
て
納
付
す
る
1
}
7
と
を
組
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

I
T
q
　
前
項
の
申
蹄
披
'
次
項
の
耕
定
昨
よ
る
貧
二
回
日
の
納
付
に
つ
き
趨
保
を
供
し
'
又
紘
保
証
人

/

を
立
て
､
か
つ
､
こ
の
町
の
辱
め
る
昔
類
を
粛
伸
し
を
け
れ
ば
な
ら
な
S
｡

3
　
果
樹
共
済
加
入
者
結
､
第
｢
項
の
規
定
に
上
皇
l
囲
忙
分
割
し
て
納
付
す
る
こ
と
を
屈
め
ら
れ

た
場
合
に
壮
'
前
条
に
捲
け
る
期
巧
ま
で
に
加
入
者
負
連
発
帝
掛
金
の
三
分
の
T
に
相
当
す
る
金

新
を
'
弟
八
十
八
条
の
二
爵
l
項
e
成
定
に
よ
か
収
穫
共
済
の
共
済
掬
係
の
成
立
し
た
白
の
薦
す

I

.

.

-

I

,

る
年
の
次
に
鴇
げ
る
期
日
ま
で
に
そ
の
残
併
忙
相
等
す
る
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
'
A
J
の
町
に
納
付
し
卓

け

れ

ば

な

ら

を

S

o

 

I

＼

収
棲
舟
鰐
の
納
舶
限

凌

し

…

　

　

十

二

月

二

十

日

乎
　
轟
強
襲
.
の
規
定
は
'
前
項
托
掃
け
る
納
期
娘
三
,
粧
撃
高
月
の
納
付
を
帯
を
わ
な
S
果
樹
共



■　　　　　一

･＼

辞

加

入

者

に

係

る

督

促

及

び

延

滞

金

の

敢

収

忙

つ

S

て

準

用

す

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

.

(
芸
#
)
A

第
八
･
十
八
集
の
十
三
　
収
穣
共
済
の
共
済
金
額
は
､
収
唾
共
済
の
甥
済
目
的
の
孝
類
等
こ
と
及
び
果

樹
共
房
加
入
者
こ
と
托
,
璽
毒
に
規
定
す
る
区
域
の
当
鼓
収
穫
共
感
の
共
済
目
的
の
種
類
等
忙

係
る
果
実
,
Q
単
位
当
た
か
価
額
忙
･
当
該
果
樹
共
済
加
入
者
の
当
欧
収
穣
共
済
の
共
済
自
助
の
程

遠
等
に
係
る
峯
埠
収
穫
畳
を
乗
じ
て
裾
た
金
額
(
以
せ
こ
の
萌
托
お
い
て
｢
基
準
収
鍵
金
讐
と

い
う
｡
)
の
青
身
の
十
一
h
F
下
ら
ず
､
叢
準
収
撃
金
額
の
百
分
の
七
十
を
こ
え
を
叶
範
囲
内
に
か
い

て
V
,
弟
<
十
<
集
の
十
豆
聖
顔
○
泉
繊
共
済
掛
金
拳
等
7
党
費
に
絡
げ
る
金
額
の
う
ち
か
ら
呆

楯
共
済
加
入
者
が
鳶
択
し
た
金
属
達
す
者
｡
′
′

r
t
　
敵
項
の
基
準
収
襲
丑
は
､
堺
穣
共
済
Q
共
済
目
的
の
津
頻
等
こ
と
及
び
果
樹
兎
済
加
入
者
こ
と

托
,
〉
法
第
首
こ
十
条
の
兵
撃
二
讐
芸
務
大
臣
が
定
め
る
準
則
に
従
S
'
退
き
.
定
年
-
司
忙
か
け

る
当
鼓
果
樹
共
済
加
入
者
の
当
蔽
帆
穫
共
済
の
演
ー
済
呂
的
の
種
類
等
陀
係
る
果
実
の
.
収
棲
丑
(
法

t

第
八
十
五
条
の
七
椎
か
S
て
斗
用
す
る
法
弟
<
十
五
条
爵
十
三
頚
の
規
定
に
エ
J
h
東
夷
の
品
質
の

低
下
を
共
済
事
故
と
し
な
S
収
穫
共
済
以
外
の
収
穫
共
済
に
あ
っ
て
吐
､
当
汝
二
定
年
燭
托
,
か
叶

､

1

.

､

　

J

B
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.
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1

.

一

一

I
l
l
.
,

る
当
軟
果
樹
共
済
加
入
者
の
駁
撃
に
係
る
望
遠
寅
t
,
-
?
品
質
の
程
度
托
応
じ
当
軟
収
穫
量
竺
定

富
警
加
え
て
得
た
数
量
)
響
-
-
し
て
､
こ
の
町
が
定
価
る
教
書
を
｡

(
共
済
掛
金
車
)

務
<
十
八
乗
の
十
四
　
収
横
井
票
.
#
鋳
掛
金
庫
は
､
別
表
窟
玉
の
上
欄
に
掲
げ
る
収
積
共
済
の
共

済
目
的
の
種
類
等
こ
と
妊
当
賢
欄
華
揚
げ
る
率
と
し
,
そ
の
負
趣
区
分
姓
当
汝
下
欄
に
掲
げ
る

皐
と
す
る
｡

(
果
樹
共
済
掛
金
翠
等
丁
覧
宋
七
倍
置
き
及
び
減
資
)

弟
<
十
八
条
の
十
五
　
町
長
誓
阜
樹
共
済
の
葵
辞
儀
金
警
共
済
掛
金
率
の
う
ち
果
樹
共
済
加
入

者
が
負
盛
す
る
部
分
の
警
共
序
金
額
,
東
夷
の
藩
政
当
た
か
健
額
等
沓
記
載
し
た
果
樹
共
済
耕

金
零
等
l
L
l
･
M
/
真
読
し
'
こ
れ
を
町
役
場
に
備
え
て
潜
か
な
け
れ
ば
夜
ら
を
S
･

T

I

J
　
町
長
聖
典
誓
約
の
種
類
だ
と
k
r
毎
年
当
軟
共
済
目
的
の
種
類
に
遜
る
簾
八
十
<
集
空
l

東
二
萌
の
申
込
拙
間
が
甜
始
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
J
 
r
前
項
に
轟
げ
る
事
項
を
公
示
し
を
け
九

は

毒

も

な

い

.

　

　

･

　

　

　

.

■
_

う
J

加
入
者
は
'
S
つ
守
も
､
第
】
演
の
果
樹
共
済
掛
金
峯
等
7
常
襲
の
郎
党
を
求
め
る

s
 
n

t
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こ
と
が
で
き
る
｡

(
共
済
金
の
支
払
第

第
<
十
<
条
の
十
山
了
収
税
共
済
に
係
渇
共
済
金
は
､
収
穫
共
済
の
共
済
目
的
の
種
類
等
こ
と
及
び

果
樹
共
済
加
入
者
だ
と
k
r
共
済
事
故
忙
よ
る
共
済
目
的
の
威
収
豊
が
当
鼓
果
樹
共
済
加
入
者
の

当
錬
収
穣
共
済
I
t
l
共
滞
日
的
の
輔
類
等
忙
係
る
基
準
塀
棲
息
の
首
分
の
三
十
を
こ
え
た
場
合
忙
支
払

う
も
の
孟
i
y
そ
の
金
紋
誓
共
額
金
額
竺
そ
の
液
収
畳
の
そ
の
基
準
収
穫
豊
作
対
す
る
割
合
(

"

以
下
こ
の
頃
覧
叶
て
｢
威
溜
合
｣
と
S
t
n
二
が
芸
の
三
十
を
｡
え
言
霊
十
/
q
i
下
で

/

あ
る
場
合
に
芝
て
比
当
萩
就
収
割
合
畑
も
首
r
*
の
二
十
を
差
し
引
等
樽
た
率
b
r
淑
収
割
合

が
有
卦
の
五
十
を
こ
え
る
場
合
把
あ
つ
て
は
当
家
娩
収
割
合
に
l
･
四
を
乗
じ
て
得
た
率
か
ら
百

分
の
四
十
を
差
し
引
S
て
碍
た
金
銭
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
｡

′

j
　
耕
頑
の
淑
収
豊
吐
､
攻
撃
共
群
の
共
済
日
約
の
種
類
等
こ
と
及
び
果
樹
共
済
加
入
者
こ
と
k
r

当
歳
果
樹
共
済
加
入
者
の
当
鋲
収
穫
共
済
の
共
済
臼
田
の
種
類
等
に
係
る
基
準
収
穫
豊
か
ら
法
第

九
十
<
条
の
こ
の
主
務
大
臣
が
,
t
b
'
め
る
埠
別
に
従
っ
て
認
定
尊
れ
た
そ
の
年
に
か
け
る
当
儀
果
樹

イ

共
済
加
入
者
の
当
薮
収
種
共
済
の
共
済
目
的
の
種
類
尊
に
係
る
果
実
の
収
穫
皇
(
法
第
<
十
五
条

せ

　

　

　

　

8
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･
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･

　

1

　

ニ

J

.

■

司

.

J

>

.
｢

山

*

　

　

　

&

ナ
ノ

の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
五
条
第
十
三
項
の
規
定
拓
き
E
～
果
実
の
品
質
の
低
下
を
共
済

事
故
と
し
な
い
塀
穫
共
済
以
外
の
収
穫
共
済
忙
あ
つ
て
は
'
そ
の
年
に
お
け
る
当
該
果
樹
共
済
加

入
者
の
収
穫
咋
係
る
当
鼓
果
実
の
品
質
の
程
皮
k
･
応
じ
蛍
鼓
吹
棲
畳
に
法
務
官
二
十
条
の
八
麓
二

項
の
王
殊
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
i
淀
の
魂
塵
を
加
え
て
雑
光
政
皇
)
を
差
し
引
S
て
得
た

数
量
と
す
る
｡

(

共

l

済

金

額

の

創

成

)

　

　

'
)

･
簾
<
十
八
条
の
十
七
　
こ
の
町
は
J
果
樹
共
帝
の
共
済
金
の
支
払
に
不
足
を
生
ず
る
場
合
に
は
､
果

～

樹
区
分
こ
と
に
,
次
の
各
号
に
渇
げ
る
金
額
の
合
計
寵
を
そ
の
受
払
推
充
て
夜
か
不
足
を
生
ず
る

場
合
に
隈
か
F
共
済
金
鏡
を
剃
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
､

l
　
革
鼓
果
樹
区
分
に
凍
る
第
九
十
三
条
第
三
第
の
不
足
金
て
ん
禰
準
備
金
の
金
額
.

二
　
当
鼓
果
樹
区
分
に
係
る
窮
九
十
五
条
第
三
項
の
無
事
も
ど
し
準
備
金
の
金
額

}

三
　
当
該
果
樹
区
分
匹
係
る
欝
九
十
七
粂
撃
二
項
の
特
別
横
立
会
の
金
額

/F1-
-

l

l

･

一

(
共
時
金
支
払
､
の
免
責
)

〟

第
八
十
凧
糸
,
の
十
<
　
次
の
場
合
に
姓
,
こ
の
町
姓
､
共
済
金
の
生
鮮
克
也
蒜
咋
つ
き
､
支
払
の

＼



､　__

＼ob′

っ
一

責
め
を
免
れ
る
も
の
と
す
る
｡

f
　
果
樹
共
済
加
入
者
が
第
十
二
条
第
7
項
の
規
準
に
よ
る
義
務
を
怠
っ
た
と
き
Q

二
､
果
樹
共
済
加
入
者
が
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
指
示
虹
従
わ
な
か
っ
た
と
き
｡

三
　
果
樹
瀕
済
加
入
者
が
第
十
｣
ハ
条
第
蒜
又
枚
讐
壷
の
規
定
忙
上
る
通
知
を
息
か
,
又
吐
悪

意
者
し
く
は
重
大
倭
過
失
に
よ
っ
､
て
不
夷
の
通
知
を
し
た
と
き
｡

四
･
第
八
十
八
卦
の
二
第
盲
の
規
定
忙
よ
る
申
込
み
を
し
た
果
樹
共
済
資
格
者
が
､
当
藷
申
込

み
.
9
際
'
当
該
申
込
み
に
係
る
果
樹
忙
常
す
る
第
八
十
九
条
の
声
讐
項
撃
毒
,
望
毒
及

び
第
g
毒
に
掲
げ
る
事
実
又
姓
事
項
婿
っ
き
､
悪
意
又
壮
重
大
を
過
失
に
よ
っ
て
こ
-
れ
を
通
知

せ
ず
､
又
は
不
実
の
通
知
を
し
た
と
き
へ
こ
の
町
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
七
き
洩
び
過
失
に
ょ

っ

y

こ

れ

を

知

ら

な

か

っ

た

と

き

を

除

く

｡

)

/

O

 

i

五
　
果
樹
井
原
加
入
者
が
窮
八
十
八
条
の
九
の
規
寵
陀
よ
･
る
通
知
を
怠
･
p
/
又
虹
尊
意
若
し
く
壮

～

重

大

な

過

失

に

上

っ

て

不

実

の

通

知

を

し

た

と

き

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

J

果
樹
共
済
加
入
者
が
正
当
凌
理
由
が
な
い
の
忙
第
八
十
八
条
の
十
二
第
7
3
蒜
の
規
定
に
連
反
し

て
第
二
回
呂
の
加
入
者
負
趣
共
済
掛
金
の
納
付
を
遵
滞
し
た
と
き
1
3
3
,
こ
の
町
誓
当
鞍
巣
材
共

●

　

　

　

■

≡

.
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.
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.
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月

∴

.

･

･

L

二

8

　

　

　

9

一
一
t

ノ＼

∴

.

　

I

一

ノ

■

済
加
入
者
に
対
し
て
共
済
金
の
全
部
忙
つ
き
支
払
の
責
め
を
免
れ
る
も
の
と
す
る
｡

∫
　
こ
の
町
は
､
汝
鋳
百
二
十
条
G
･
六
第
7
項
の
鶏
冠
把
よ
り
栽
噂
方
法
杵
応
ず
る
区
分
が
定
め
ら

れ
た
某
所
a
T
l
A
的
の
津
野
折
係
る
興
野
忙
つ
き
r
深
謝
共
済
加
入
者
が
そ
の
栽
培
方
法
を
同
苛
の
践

定
に
ょ
勿
定
め
ら
れ
舟
区
分
で
当
醜
果
樹
に
遥
用
y
u
れ
る
も
の
に
係
る
栽
韓
i
I
:
.
装
以
外
の
も
の
陀

変
更
し
た
場
合
に
埠
､
そ
の
変
更
む
結
果
通
常
生
ず
べ
き
損
事
の
鼓
に
つ
S
て
は
､
当
該
果
樹
共

済
加
入
者
に
対
し
て
共
済
金
の
泰
弘
の
義
務
を
有
し
を
S
｡

字
　
と
の
町
琴
､
一
果
樹
共
済
加
入
者
が
植
物
防
疫
法
の
規
定
時
速
反
し
た
場
合
作
は
'
当
款
達
反
行

為
の
練
果
通
常
生
す
べ
き
撃
矢
の
票
に
つ
め
て
は
､
当
該
果
樹
共
済
加
入
者
に
対
し
て
共
済
金
の

支
払
の
藷
務
を
有
し
な
い
ぐ

(
共
辞
観
係
の
解
絵
)

第
八
十
八
孝
の
十
九
ノ
第
5
.
･
芸
慧
二
第
表
の
申
込
み
の
慧
耶
望
遠
､
束
好
共
済
資
格
者
が

藩
意
義
⊥
-
は
重
大
各
過
半
二
だ
.
よ
っ
て
孟
賓
夜
事
実
を
告
げ
ず
､
又
は
重
安
改
事
項
に
つ
き
不
実

の
こ
と
を
告
げ
た
と
き
は
､
こ
の
打
が
そ
の
事
実
を
知
を
F
文
枝
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た

と
卓
を
除
き
､
し
こ
の
町
枚
､
当
該
叩
f
l
棲
共
済
の
共
済
舶
係
を
将
来
忙
向
か
っ
て
解
除
す
る
も
の
と

ン

_

4

A

モ

ー



-ユ0　-

もか

す
る
｡
た
だ
し
1
同
項
の
規
定
吃
よ
る
申
込
み
の
煮
詰
の
噂
か
ら
六
箇
月
又
は
こ
の
町
が
解
除
の

J
B
g
困
奇
警
冬
時
か
ら
蒜
月
-
過
-
し
た
と
き
は
,
こ
の
終
わ
で
-
｡

r
q
　
第
八
十
八
条
1
J
.
五
第
表
空
音
､
警
毒
及
び
爵
甜
考
把
霧
誓
芸
項
竺
前
項
の
重
要
な

膚
項
と
.
み
夜
す
.
o

∫
　
こ
の
町
誓
芸
事
故
が
警
レ
蒜
笠
等
第
蒜
の
規
-
-
′
収
税
共
済
の
共
済
関
係

を
解
除
し
た
場
合
で
空
ノ
て
､
や
､
そ
の
損
啓
を
て
ん
禰
す
る
東
蛤
に
任
じ
琴
l
q
O
既
把
基
準
金
を

支
払
っ
て
小
た
と
き
誓
こ
の
町
I
r
i
,
そ
の
蓬
選
を
締
漂
え
こ
と
が
で
き
る
F
:
た
だ
し
､
当
該

.
共
済
･
事
故
が
そ
の
告
げ
恵
か
つ
至
芸
叉
望
蒜
た
不
英
G
I
J
･
J
J
･
J
忙
雲
か
忠
言
と
を
果
樹
共

ノ

済
加
入
者
が
証
明
し
た
と
準
は
へ
こ
め
蝦
か
.
で
な
S
o

字
　
果
樹
共
済
加
入
者
が
正
当
-
表
が
攻
め
の
忙
第
<
十
八
億
の
十
]
e
規
定
に
よ
る
納
付
を
遅

滞
L
舟
と
肇
叉
は
第
八
十
八
東
F
･
.
工
l
望
遠
の
規
窪
に
連
反
し
て
竺
回
目
の
加
入
者
負
担
共

済
掛
金
の
･
.
研
付
を
遅
滞
し
た
l
J
一
:
g
U
･
,
竺
こ
の
町
は
p
当
該
空
硬
共
済
の
共
済
嗣
係
を
解
除
す
る
も

の
と
す
る
◎

(
共
済
金
支
払
繍
､
'
成
塀
尊
等
の
禁
教
)

一

　

　

　

■

㍗
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∫

T･).

＼

井
<
十
<
集
の
二
十
　
こ
の
町
は
､
共
拝
金
の
支
払
額
の
決
定
後
遵
滞
改
-
､
果
樹
共
済
加
入
者

こ
と
推
'
共
済
金
の
ま
あ
頼
'
集
八
十
<
集
の
十
大
弟
-
項
の
漉
収
量
､
共
拝
金
の
支
払
期
日
及

び
支
払
方
法
を
公
葬
す
る
も
の
と
す
る
｡

(
無
書
も
ど
し
)
.

薪
A
十
九
条
の
こ
や
す
　
た
め
町
比
ハ
集
材
共
済
に
つ
い
て
'
集
材
区
分
と
と
に
'
亀
会
計
年
鑑
､

果
樹
共
済
加
か
者
が
貞
霊
責
め
結
舟
.
す
べ
章
事
由
が
衣
笠
忙
次
の
各
号
竺
■
忙
鼓
当
す
る
場

計
に
は
'
東
金
由
無
決
を
農
で
､
義
教
帝
計
年
度
の
恵
三
会
計
年
立
間
に
共
済
費
任
期
欄
が
瀦
7

■

七
九
共
済
関
係
紅
儀
を
加
泉
着
発
逢
瀬
済
耕
金
(
以
下
こ
の
凄
狩
,
4
払
て
｢
共
済
掛
金
加
入
者
負

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

･

(

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

粁

I

投
身
｣
を
S
う
.
∫
)
空
二
分
の
T
忙
額
轟
や
る
金
額
(
鵠
練
璽
7
7
台
計
年
生
何
に
共
済
金
町
支
払

】

を
愛
せ
､
又
は
当
蔽
合
計
年
鑑
の
空
言
教
卒
度
肝
紅
と
中
条
の
規
定
に
よ
る
無
事
も
ど
し
金
の

支
払
を
受
け
た
と
垂
は
､
巻
数
三
分
の
T
紅
相
当
す
る
金
額
か
ら
当
故
共
済
金
及
び
為
政
無
暮
･
*

ど
し
金
の
合
計
金
額
を
藍
し
引
S
富
海
乾
金
額
V
を
限
定
と
し
て
､
峯
赦
東
館
共
成
加
入
者
紅
対
し

て

無

事

も

ど

し

を

す

る

も

の

と

す

る

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

f
　
婆
革
食
酢
年
鑑
の
望
毒
針
年
度
妊
わ
た
J
h
共
済
金
の
安
弘
を
愛
吟
を
S
と
も
八
巻
汝
針
計

/rJ



--､ナ

-~　ユ2　-

＼
紘

.Ja＼　-

-　■

巴王ヨ

.4 L-

f7

年
度
の
新
二
会
計
年
度
簡
荒
事
も
ど
し
金
の
支
払
を
受
廿
た
場
合
拓
か
い
て
､
当
鼓
無
事
も
ど
し

L
金
の
金
額
が
共
済
掛
金
加
入
者
負
轟
頚
の
三
分
の
蒜
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讐
芽
の
言
相
当
す
る
金
額
か
ら
当
鼓
無
事
も
ど
し
金
の

金
革
を
毒
し
引
い
て
得
た
金
額
)
托
満
た
を
S
と
卓
｡

1
)
の
町
が
静
項
の
超
定
に
上
身
無
事
も
ど
し
を
す
る
金
穀
は
,
当
軟
果
樹
区
分
に
係
る
篇
九
十

五
条
警
義
の
無
事
も
ど
し
準
備
金
む
金
額
に
幾
軟
果
樹
区
分
に
つ
き
鳥
取
勝
負
美
共
済
組
合
連

〟

合
食
か
ら
法
務
官
三
十
二
条
第
義
絶
か
S
て
単
称
す
る
鼠
轟
音
二
条
の
規
定
推
上
る
払
い
も
ど
し

し
き
受
牡
た
金
俄
を
加
え
た
金
痕
を
こ
え
な
や
も
¢
と
す
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十
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準
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て
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て
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た
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当
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係
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特
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